
山嶽社跡 さんがくしゃあと

土佐山西川
民権結社、山嶽社の拠点となった
場所。板垣退助の秘書だった和田
三郎の生家でもある。2004（平成
16）年には高知市史跡に指定され
た。現在の建物は1991（平成３）年
に復元されたものである。東九反田公園

開成館は1866（慶応２）年、土佐藩の殖産興
業・富国強兵を目的に開設。のちに藩の迎賓館
となり、1871（明治４）年には、西郷隆盛・木戸孝
允・大久保利通の維新三傑と板垣退助、福岡
孝弟が会談。1874（明治７）年には立志社・立
志学舎が創設され、自由民権運動発祥の地と
なった。2007（平成19）年、高知市史跡に指定。

高知市中心部民権史跡案内図
発　行

高知市民権・文化財課
TEL 088‒832‒7277 　FAX 088‒831‒3378

E-mail  kc-052000@city.kochi.lg.jp

印　刷
弘文印刷株式会社

　自由民権運動の盛んな時期には、運動に取り組む
結社（民権結社）が全国でたくさん作られました。土佐
でも、立志社を中心に多くの民権結社が活動していま
した。民権結社では、学習会や演説会のみならず、
旗奪いのような、スポーツを兼ねた催しも開かれ、当時の
城下の青少年のほとんどは、地元の民権結社の活動に
参加しました。1877（明治10）年6月ごろから開かれる
ようになった演説会は、「近来立志社ノ演説会殆ンド
毎夜ノ如シ」「聴衆雑踏甚シ」という盛況でした。女性
席も設置されましたが、人気が高く拡張の要望も出る
ほどでした。
　この案内図では立志社を中心に、市内中心部等の
8社を紹介しています。

山嶽社跡

【掲載画像】　　　　　 個人蔵、　 国立国会図書館「近代日本人の肖像」、
　 『高知市議会史』、 『自由党史』、
　 高知県立歴史民俗資料館蔵、　 『横山又吉先生伝』

　自由民権運動は、明治時代の前半に、国会開設・憲法
制定などの諸要求を掲げて全国的な規模で展開された、
わが国初の大衆の力による民主主義運動です。この自由
民権運動において土佐は多くの優れた人材を輩出して
います。また、運動の先駆性、理論水準の高さにおいても
他に優れたものを示し、全国の運動の中心的な役割を
果たしました。
　高知市は市制100周年に当たり、これら土佐の先人が
残した輝かしい業績を後世に正しく伝え、新しい歴史創造の
糧として未来に生かすため、自由民権記念館を建設しました。
1990（平成２）年の開館以来、自由民権運動を中心とする

近代資料を広く収集し、保存、展示する歴史博物館として、
この大きな目的に向かって歩みを続けています。
　本案内図と自由民権記念館の展示によって、自由民権
運動の歴史や、その背景となった時代などに思いをはせる
とともに、これからの社会を考えるうえでの一助としていただ
ければ幸いです。



高知市立市民図書館提供

泥めんこ　「自由」「板垣」の文字がある
高知市立市民図書館蔵／近森文庫
泥めんこ　「自由」「板垣」の文字がある
高知市立市民図書館蔵／近森文庫

焼印「民権自由　板垣退助先生」
個人蔵／当館保管
焼印「民権自由　板垣退助先生」
個人蔵／当館保管
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県立公文書館

塩屋崎町（二）

「自由勝利」と描かれた大徳利
個人蔵／ 当館保管
「自由勝利」と描かれた大徳利
個人蔵／ 当館保管

高知市立市民図書館提供

「自由水」（化粧水） チラシ（当館蔵）「自由水」（化粧水） チラシ（当館蔵）




